
授業科目名 開講
年次

開講
期間 単位数 授業

形態

助産診断・技術論Ⅱ(産婦の助産ケア) １ 前期 ２ 講義
30時間

担当教員 志村千鶴子

授業概要
分娩経過に沿った分娩のメカニズムを理解し、産婦及び家族の心理社会的状態に沿って、
安全・安楽・快適な出産ケアを支援できるための理論やエビデンスに基づく知識・技術
を学ぶ。

到達目標

１．正常な分娩経過について、そのメカニズムと解剖・生理を理解する。
２．安全・安楽・快適な出産を支援できるための理論やエビデンスに基づく知識・技術
を身につける。
３．ハイリスク状況にある産婦への助産ケアについて理解する。

履修条件

授業計画

回 内容
１ 安全・安楽な出産の概念／WHO勧告のケア
２ 分娩期の助産過程の展開
３ 分娩の３要素とメカニズム
４ 分娩の３要素とメカニズム
５ 分娩の３要素とメカニズム
６ 分娩経過と産婦・家族の心理・社会的状況
７ 分娩経過の診断と臨床検査
８ 分娩各期の診断と助産ケア
９ 分娩各期の診断と助産ケア
10 分娩各期の診断と助産ケア
11 分娩介助技術：仰臥位分娩
12 分娩介助技術：フリースタイル分娩
13 ハイリスク分娩の助産ケア：誘発分娩、吸引・鉗子分娩
14 ハイリスク分娩の助産ケア：帝王切開
15 ハイリスク分娩の助産ケア：無痛分娩

教科書 特に指定しない

参考書 毎回の授業で、テーマに沿って提示する。

評価方法･基準 ・授業に対する準備状況や授業中の発現内容等による評価(30％)
・試験・レポート課題に対する成績(70％)

事前･事後学習
事前学習：毎回の授業で産婦のケアについて提示された事前学習課題を調べ、次回の授

業の準備をする。
事後学習：授業内容について復習を行い、理解を深める。

備考 特になし
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